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岡
晴
夫
教
授

略
年
譜
・
著
作
目
録



略
年
譜

昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）

昭
和
一
二
年
（
一
九
四
六
）

昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）

昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）

同
年

昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）

同
年

昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）

同
年

昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）

同
年

昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）

昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）

平
成
一
七
年
（
二
O
O
五
）

四
月
一
一
一
一
日
中
国
山
東
省
済
南
市
に
生
ま
れ
る
。

三
月

山
梨
県
塩
山
市
愛
育
園
幼
稚
園
卒
園

東
京
都
港
区
立
白
金
小
学
校
卒
業
。

東
京
都
渋
谷
区
立
代
々
木
中
学
校
卒
業
。

東
京
都
立
戸
山
高
等
学
校
卒
業
。

慶
鷹
義
塾
大
学
文
学
部
入
学
。

コ
百
月

＝
百
月

二
百
月

四
月

二
百
月

同
大
学
文
学
部
中
国
文
学
専
攻
卒
業
。

同
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
国
文
学
専
攻
入
学
。

同
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。

同
大
学
文
学
部
助
手
。

四
月

三
月

四
月

四
月

香
港
中
文
大
学
客
員
講
師
。

慶
慮
義
塾
大
学
文
学
部
専
任
講
師
。

同
助
教
授
。

同
教
授
。

一
一
月
よ
り
二
年
間

四
月

四
月

二
百
月

定
年
退
職
。



こ
の
間
、
慶
慮
義
塾
外
国
語
学
校
・
慶
慮
義
塾
女
子
高
等
学
校
・
鶴
見
大
学
文
学
部
・
東
京
大
学
教
養
学
部
・
大
正
大
学
大
学
院
・
早
稲

田
大
学
大
学
院
に
お
い
て
非
常
勤
講
師
を
勤
め
る
。
ま
た
、
学
生
部
副
部
長
・
通
信
教
育
部
副
部
長
・
言
語
文
化
研
究
所
副
所
長
・
慶
慮
義

塾
大
学
義
文
学
会
委
員
長
・
全
国
漢
文
教
育
学
会
評
議
員
・
日
本
学
術
振
興
会
委
員
・
三
田
文
学
会
常
任
理
事
・
N
H
K

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
理
事
（
非
常
勤
）
・
慶
鷹
塾
生
新
開
会
会
長
等
を
歴
任
。
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著
作
目
録

否ム
両間

文

「
元
雑
劇
倣
工
考
」
（
『
義
文
研
究
』
第
一
七
号
、
一
九
六
四
年
二
月
）

「
関
漢
卿
の
戯
曲
ー
ー
そ
の
作
劇
法
に
つ
い
て
｜
｜
」
（
『
塞
能
』
第
六
巻
八
号

1

一
一
一
号
・
第
七
巻
一
号1
三
号
、

一
九
六
四
年
八
月1

六
五
年
三
月
）

「
元
曲
構
成
に
関
す
る
一
考
察
！
l

劇
中
の
告
知
者
に
つ
い
て
｜
｜
」
（
『
妻
能
』
第
七
巻
四
号1
九
号
、

「
元
曲
に
お
け
る
〈
コ
ミ
ッ
ク
・
リ
リ
ー
フ
〉
に
つ
い
て
」
（
『
義
文
研
究
』
第
二
七
号
、

「
元
曲
・
明
曲
に
お
け
る
〈
夢
〉
」
（
『
嚢
文
研
究
」
第
三
二
号
、
一
九
七
三
年
二
月
）

「
元
雑
劇
に
お
け
る
空
間
形
成
」
（
『
義
文
研
究
』
第
三
六
号
、
一
九
七
七
年
二
月
）

「
劇
作
家
と
し
て
の
李
笠
翁
」
（
『
義
文
研
究
』
第
四
二
号
、
一
九
八
一
年
二
月
）

「
李
漁
の
戯
曲
と
そ
の
評
価
」
（
『
雲
文
研
究
』
第
四
三
号
、
一
九
八
二
年
二
一
月
）

「
論
日
中
両
国
惇
統
戯
劇
的
異
同
」
（
『
中
華
戯
曲
』
第
一
輯
、

一
九
六
五
年
四
月
1

九
月
）
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一
九
六
九
年
二
月
）

一
九
八
六
年
二
月
）

「
遊
び
の
文
塞
ー
ー
そ
の
理
解
の
む
ず
か
し
さ
｜
｜
」
（
『
中
国
｜
社
会
と
文
化
』
第
二
号
、一
九
八
七
年
六
月
）

「
李
漁
評
価
に
関
す
る
考
察
」
（
『
義
文
研
究
』
第
五
四
号
、

「
李
笠
翁
の
戯
曲
と
歌
舞
伎
」
（
『
演
劇
学
』
第
三
一
号
、

一
九
八
九
年
二
月
）

一
九
九
O
年
一
月
）



「
「
閉
情
偶
寄
』
考
（
一
）
」
（
『
塞
文
研
究
』
第
五
九
号
、

「
『
閉
情
偶
寄
』
考
（
二
）
」
（
『
嚢
文
研
究
』
第
六

O
号
、

「
『
開
情
偶
寄
』
考
（
三
）
」
（
「
義
文
研
究
』
第
六
五
号
、

一
九
九
一
年
三
月
）

一
九
九
二
年
三
月
）

一
九
九
四
年
三
月
）

「
李
笠
翁
と
日
本
の
戯
作
者
」
（
「
義
文
研
究
』
第
七
三
号
、

「
明
清
戯
曲
界
中
的
李
漁
之
特
異
性
」
（
『
明
清
戯
曲
園
際
研
討
曾
論
文
集
』
下
巻
、
一
九
九
八
年
八
月
）

「
李
漁
与
平
賀
源
内
｜
｜
日
中
H

戯
作
H
之
比
較
｜
｜
」
（
『
北
京
論
壇
・
中
国
文
学
分
会
論
文
或
提
要
集
』
二OO
四
年
八
月
）

一
九
九
七
年
二
一
月
）

主
た
る
研
究
発
表
・
講
演

「
元
雑
劇
の
演
技
に
つ
い
て
｜
｜
西
腐
記
を
中
心
に
｜
｜
」
（
喜
文
学
会
・
一
九
六
二
年
六
月
）

「
元
雑
劇
倣
工
考
」
（
日
本
中
国
学
会
・
一
九
六
二
年
一O
月
）

「
関
漢
卿
の
戯
曲
ー
ー
そ
の
作
劇
法
に
つ
い
て
｜
｜
」
（
塞
文
学
会
・
一
九
六
三
年
六
月
）

「
元
曲
構
成
に
関
す
る
一
考
察
千
l
l

劇
中
の
告
知
者
に
つ
い
て
｜
｜
」
（
日
本
中
国
学
会
・
一
九
六
三
年
一
O
月
）

「
元
曲
の
劇
的
発
展
に
お
け
る
低
佃
性
に
つ
い
て
」
（
日
本
中
国
学
会
・
一
九
六
四
年
二
一
月
）

「
唐
代
伝
奇
の
元
曲
劇
化
に
つ
い
て
」
（
早
慶
中
国
学
会
・
一
九
六
六
年
六
月
）

「
香
港
よ
り
還
り
て
」
（
早
慶
中
国
学
会
・
一
九
七
一
年
六
月
）

「
元
曲
・
明
曲
に
お
け
る
〈
夢
〉
の
様
相
」
（
日
本
中
国
学
会
・
一
九
七
二
年
一O
月
）
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「
劇
作
家
と
し
て
の
李
笠
翁
」
（
日
本
中
国
学
会
・
一
九
八
一
年
一O
月
）

「
李
漁
の
戯
曲
と
そ
の
評
価
」
（
日
本
中
国
学
会
・
一
九
八
二
年
一O
月
）



「
論
日
中
雨
国
伝
統
戯
劇
的
異
同
」
（
復
旦
大
学
中
文
系
・
一
九
八
四
年
一
一
一
月
）

「
李
漁
的
戯
劇
観
和
創
作
」
（
復
旦
大
学
中
文
系
・
一
九
八
五
年
一
月
）

「
李
漁
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
」
（
早
慶
中
国
学
会
・
一
九
八
五
年
七
月
）

「
戯
作
者
と
し
て
の
李
漁
ー
ー
ー
そ
の
人
と
作
品
｜
｜
」
（
日
本
中
国
学
会
・
一
九
八
六
年
一

O
月
）

「
李
漁
的
戯
曲
与
〈
歌
舞
伎
〉
」
（
中
国
戯
曲
塞
術
国
際
学
術
研
討
会
・
一
九
八
七
年
四
月
）

「
私
の
李
漁
観
｜
｜
彼
の
作
品
を
ど
う
読
む
か
｜
｜
」
（
東
大
中
国
学
会
月
例
会
・
一
九
八
九
年
九
月
）

「
『
李
笠
翁
十
種
曲
』
与
日
本
的
歌
舞
伎
」
（
中
国
戯
曲
学
院
・
一
九
九
O
年
二
一
月
）

「
『
李
笠
翁
曲
話
」
玖
」
（
中
国
戯
曲
学
院
・
一
九
九
O
年
二
一
月
）

「
李
笠
翁
与
日
本
的
歌
舞
伎
及
H

戯
作
文
塞
H
」
（
北
京
大
学
中
文
系
・
一
九
九
O
年
二
一
月
）

V
 

「
中
国
の
演
劇
世
界
」
（
文
祥
堂
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
一
九
九
一
年
一
一
一
月
）

「
中
国
文
学
の
特
色
」
（
港
区
区
民
大
学
講
座
・
一
九
九
三
年
二
月
）

「
『
柳
斎
志
異
』
と
『
紅
楼
夢
」
」
（
港
区
区
民
大
学
講
座
・
一
九
九
三
年
二
一
月
）

「
李
笠
翁
与
日
本
的
υ

戯
作
者
H
」
（
北
京
大
学
古
文
献
研
究
所
及
び
中
文
系
・
一
九
九
五
年
三
月
）

「
明
清
戯
曲
界
中
的
李
漁
之
特
異
性
」
（
明
清
戯
曲
園
際
研
討
舎
・
一
九
九
七
年
六
月
）

「
李
漁
作
品
の
通
俗
性
に
関
す
る
考
察
」
（
韓
国
忠
南
大
学
校
中
文
学
科
・
一
九
九
八
年
三
月
）

「
京
劇
に
お
け
る
歌
と
舞
い
」
（
立
命
館
大
学
・
二O
O
三
年
六
月
）

「
京
劇
ー
ー
そ
の
歌
唱
と
身
体
表
現
｜
｜
」
（
慶
謄
大
学
アl
ト
セ
ン
タ
ー
・
二

O
O
三
年
七
月
）

「
李
笠
翁
と
風
来
山
人
」
（
早
慶
中
国
学
会
・
二O
O
四
年
七
月
）



「
李
漁
与
平
賀
源
内
｜
｜
日
中
N

戯
作
H
之
比
較
｜
｜
」
（
北
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
二
O
O
四
年
八
月
）

主
た
る
解
説
・
評
論
・
そ
の
他

「
京
劇
と
H

文
化
大
革
命
以
」
（
『
雲
能
』
一
九
六
六
年
一O
月
）

「
中
国
文
学
者
と
し
て
の
奥
野
先
生
」
（
『
塞
能
』
一
九
六
八
年
四
月
）

「
香
港
の
旧
正
月
」
（
『
一
一
一
田
評
論
』
一
九
七

O
年
四
月
）

「
小
手
取
り
の
達
人
・
奥
野
先
生
」
（
『
奥
野
信
太
郎
・
回
想
集
』
文
化
綜
合
出
版
、

「
役
者
は
気
狂
い
見
物
は
阿
呆
」
（
『
劇
場
』
第
一
六
号
、
一
九
七
七
年
二
月
）

「
最
近
み
た
中
国
の
η

旧
劇
H
｜
｜
京
劇
の
訪
日
公
演
・
そ
の
他
｜
｜
」
（
『
塞
能
』

「
演
劇
世
界
に
お
け
る
京
劇
」
（
『
中
国
京
劇
団
訪
日
公
演
』
一
九
八
二
年
九
月
）

「
わ
が
H

百
年
目
H
の
弁
」
（
『
慶
鷹
義
塾
大
学
報
』
一
九
八
四
年
四
月
）

「
中
国
の
幽
霊
」
（
『
三
田
評
論
」
一
九
八
四
年
八
月
）

「
中
国
の
H

お
も
し
ろ
さ

H
」
（
「
塾
』
一
九
八
五
年
六
月
）

「
大
い
な
る
混
沌
の
世
界
｜
｜
上
海
｜
｜
」
（
『
一
一
一
色
旗
」

一
九
八
六
年
二
月
）

一
九
七
一
年
六
月
）

一
九
七
九
年
二
一
月
）
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「
中
国
戯
曲
文
学
史
上
に
お
け
る
昆
劇
」
（
『
中
国
昆
劇
初
訪
日
公
演
」
一
九
八
六
年
五
月
）

「
中
国
の
伝
統
文
化
と
歌
舞
音
曲
」
（
『
世
界
民
族
音
楽
大
系
解
説
書
I

』
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
六
月
）

「
戯
作
者
気
質
｜
｜
李
笠
翁
と
わ
が
国
と
｜
｜
」
（
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
第
八
O
巻
付
録
月
報
一
三
一
・
岩
波
書
店
、

「
解
題
」
（
奥
野
信
太
郎
著
『
塞
文
お
り
お
り
草
』
平
凡
社
、一
九
九
二
年
五
月
）

一
九
九
二
年
二
月
）



「
J
俄
班
H
と
京
劇
」
（
『
中
国
安
徽
省
徽
劇
団
初
訪
日
公
演
』一
九
九
三
年
五
月
）

「
奥
野
先
生
の
随
筆
」
（
『
奥
野
信
太
郎
中
国
随
筆
集
」
慶
大
出
版
、

「
会
わ
せ
て
み
た
い
人
」
（
『
三
田
文
学
』
二
0
0
0
年
一
一
月
）

一
九
九
八
年
三
月
）

辞
典
・
事
典
項
目
執
筆

「
関
漢
卿
」
他
（
「
世
界
文
学
小
辞
典
』
新
潮
社
、
一
九
六
八
年
一
月
）

「
紅
楼
夢
」
「
西
遊
記
」
「
三
国
志
演
義
」
（
『
現
代
百
科
事
典
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、

「
京
劇
」
「
関
漢
卿
」
（
『
中
国
思
想
辞
典
』
研
文
社
、
一
九
八
四
年
四
月
）

「
中
国
演
劇
」
「
京
劇
」
（
『
大
百
科
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
二
月
）

「
関
漢
卿
」
「
李
漁
」
他
（
「
新
潮
世
界
文
学
辞
典
』
一
九
九
O
年
四
月
）

「
李
漁
」
他
（
『
集
英
社
世
界
文
学
事
典
』
二O
O
二
年
二
月
）

一
九
八
一
年
六
月
）

X
 

著

童
目

『
元
曲
』
（
盛
光
社
、一
九
六
七
年
三
月
）

『
中
国
語
基
本
文
型
｜
｜
表
現
二
o
o
－
－
』
（
三
省
堂
、

『
中
国
文
学
概
論
』
（
共
著
、
高
文
堂
、
一
九
八
六
年
三
月
）

『
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
・
チ
ャ
イ
ニ
l

ズ
』
（
共
編
、
同
学
社
、

『
宋
・
元
』
（
学
習
研
究
社
一
九
九
六
年
五
月
）

一
九
七
四
年
五
月
）

一
九
八
八
年
二
月
）


